
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

国内では現在、東京一極集中が再加速し、地方を中心に人口減
少、少子高齢化が進んでいます。地域の経済社会の縮小、地域課題
に住⺠、企業らが対応していく地域⼒の弱体化、さらには、地域に対す
る愛着、誇り、そして当事者意識の希薄化が懸念されています。 

また、世界に目を向ければ、急速かつ大規模に進むグローバル化、情
報化や技術革新、マクロ経済の変動、地球規模での環境問題の深刻
化等が進む中で、SDGs(持続可能な開発目標)も叫ばれています。 

そのような中で、今、地域は、どのような価値観を大切にしながら地域
づくりに取り組むべきか。そのために、いかに地域資産を⾒出し、活⽤すべ
きか――。全てのまちの地域活性化に共通する課題となっています。 

本シンポジウムは、地域の「歴史」、その資源の１つである「先人」に活
性化の手掛かりを求め、その活⽤による「まちづくり・人づくり・心そだて」に
ついての政策を提言します。 

同時に、歴史を活かしたまちづくりに取り組む「嚶鳴（おうめい）協議
会」をはじめ、多くの自治体が会し、歴史を活かした持続可能で元気な
地域づくりのあり方について活発な議論を交わします。 

 

 

 

 

 

霞山会館（霞が関コモンゲート⻄館 37 階） 
東京都千代田区霞が関三丁目２番１号 

令和２年 
 2 月７日（⾦） 
●開場/13:00 ●開会/13:30 

●シンポジウムは、無料。 
●交流・意⾒交換会は、7,000 円(税込)。 

 

●別紙「シンポジウム参加申込書」に必要事項を
記入の上、E-mail、または、FAX でお申込み
下さい。 

■主催／政策シンクタンク PHP 総研 
■共催／嚶鳴協議会 
■後援／一般財団法人 地域活性化センター 

PHP 総研シンポジウム 

政策シンクタンク PHP 総研（担当︓佐々⽊、寺田） 
●E-mail︓oumei-hi@php.co.jp 
●TEL:03-3520-9612（平日 10 時〜17 時） ●FAX:03-3520-9653 
●HP: https://thinktank.php.co.jp/ 

問合せ先 

 

 『平洲絵巻』（東海市蔵）より 

日時 

場所 

参加費
 

嚶鳴協議会加盟自治体と 
ふるさとの先人 

申込 
⽅法 

 
東海市 嚶鳴広場 

 
稚内市樺太記念館 

持続可能な 

地域づくり 

のために… 

 細井平洲先生・上杉鷹山公対面の像
（東海市）



■ＰＨＰ総研シンポジウム（令和 2 年 2 月 7 日開催） プログラム 

   （やむを得ない事情により、内容が変更になる場合があります。予めご了承ください。） 

時  間 内   容 

13:30~13:35 開会あいさつ  ⾦子将史（政策シンクタンクＰＨＰ総研代表/研究主幹） 

13:35〜14:00 
【提   言】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
『歴史活用による地域活性化戦略 

〜ふるさとの先人を活かしたまちづくり、人づくり、心そだて〜』 
 

佐々木陽一（ＰＨＰ総研主任研究員）  
14:00〜15:15 【提案と事例発表】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

【1】 『心のよりどころを作らずして、元気な地域なし 
〜嚶鳴協議会が目指すもの』 

     鈴木淳雄氏（嚶鳴協議会会⻑、愛知県東海市⻑） 
作家・童門冬二氏、東洋大学名誉教授・吉田公平氏の指導と 
助言のもと、ふるさとの先人を活かした地域づくりに取り組む嚶鳴 
協議会活動 12 年の成果を総括しつつ、ふるさとの先人を活かした 
地域づくりの重要性と意義について具体的事例とともに紹介します。 

 
【2】 『ＳＤＧｓを活用した先人教育・郷土教育の可能性』 

          福島健氏 
（佐賀県多久市教育委員会教育振興課文化スポーツ係⻑） 

   持続可能な社会を目指す国連のＳＤＧｓを活⽤することにより、 
グローバルで、普遍性を持った郷土教育や人間教育、先人顕彰を 

   実現していくあり方と可能性について提案します。 
 

【3】 『自分とふるさとを愛する子を育てる地域づくり』 
         鈴木隆一氏 

（元岐⾩県恵那市教育委員⻑・ＮＰＯ法人いわむら一斎塾理事⻑） 

   佐藤一斎、下田歌子、三好学を生み出した城下町・岩村の先人顕 
彰活動の歩みを通して、自分とふるさとを愛する子どもを育てる地域 
づくりへの努⼒と成果を発表します。 

 
【4】 『雑誌編集⻑が⾒た歴史の活用と情報発信』 

         大山耕介（月刊誌「歴史街道」編集⻑） 
   地域に埋もれた歴史や文化の活⽤と、情報発信の方法について、 

雑誌編集の⽴場から⾒た、課題と可能性を紹介します。 
  

15:15〜15:30 休憩 



15:30〜17:15 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【パネルディスカッション】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
『歴史から未来へ――地域からの提言 

持続可能な地域づくりのために、今、やらなければならないこと』 
人口減少、少子高齢化、相次ぐ災害など、山積する地域課題を乗り越えて、持続可能な地

域づくりを実現するために、今、何が必要か︖ 
ふるさとの先人、歴史・文化を通して地域づくりに邁進する自治体市町⻑を中心に、参加者

全員で教え合い、学び合い、探り合います。  

◇パネリスト参加予定市町⻑ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇討論参加予定市町⻑ 
 
 

 

      

 
 
 
 
 
◇コメンテーター 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

17:15 閉会  
17:30〜19:30 交流・意⾒交換会  参加費 7,000 円（税込/一人） 

童門冬⼆氏 
作家。嚶鳴協議会名誉会⻑。東京都
広報室⻑、企画調整局⻑、政策室⻑
等を歴任した後、退職し、作家活動に
専念。『小説上杉鷹山』他著書は 600
冊以上。 

吉⽥公平氏 
東洋大学名誉教授。中国哲学・日本
近世思想史専攻。「陽明学」を中心に
⻄洋思想と⽐較、今日的な意義を探
求。著書に、『陸象山と王陽明』『日本
における陽明学』など。 

⿊⽥和秀氏 
同志社大学グルーバルスタディーズ研
究科客員教授。山梨大学研究推進・
社会連携機構客員教授。1982〜
98、国連人道⽀援調整員。1998〜
2015、世界銀⾏上級業務専門員。 

◇モデレーター 
          寺⽥昭一 
          ＰＨＰ総研シニアコンサルタント 
             月刊誌「歴史街道」特別編集委員 

岐⾩県大野町⻑ 
宇佐美晃三氏 

宮崎県高鍋町⻑ 
⿊木敏之氏 

岐⾩県恵那市⻑ 
⼩坂喬峰氏 

佐賀県多久市⻑ 
横尾俊彦氏 

愛知県東海市⻑ 
鈴木淳雄氏 

兵庫県養⽗市⻑ 
広瀬栄氏 



※ 嚶鳴（おうめい）協議会 
ふるさとの先人を地域づくりに活かす自治体が、連携と交流を通して、共に学び、教え、考え、実践することを

目的に平成20年（2008）に設⽴された協議会。毎年加盟自治体交代で開催する「嚶鳴フォーラム」の他、
年間を通じて、意⾒情報交換や交流活動を⾏なっている。 

事務局は、愛知県東海市社会教育課に置かれ、ＰＨＰ総研が協⼒。童門冬二氏（作家）を名誉会⻑
に、吉田公平氏（東洋大学名誉教授）を顧問に迎え、助言と指導をいただいている。 

 

【加盟自治体】(令和元年度) 
恵那市(岐⾩県)、大野町(岐⾩県)、沖縄市(沖縄県)、小田原市(神奈川県)、釜石市(岩手県)、⽊曽

町(⻑野県)、多久市(佐賀県)、竹田市(大分県)、田原市(愛知県)、東海市(愛知県)、⻑野市(⻑野県)、
日田市(大分県)、養⽗市(兵庫県)、米沢市(山形県)  

 

【嚶鳴協議会・嚶鳴フォーラム HP】 https://www.tokai-arts.jp/oumei̲forum/ 

「嚶鳴（おうめい）」とは・・・・ 
中国最古の詩集『詩経』の、 

「⽊を伐ること丁丁〈とうとう〉たり、鳥の鳴くこと嚶嚶〈おうおう〉た
り。幽谷〈ゆうこく〉より出〈いで〉て喬⽊〈きょうぼく〉に遷〈うつ〉り、 
嚶〈おう〉として其〈そ〉れ鳴くは、真の友を求むる声なり」 

にでてくる言葉で、鳥が仲間を集めて鳴き交うという意味。 
転じて、仲間を求めて切磋琢磨〈せっさたくま〉しながら、 
ともに学び、ともに成⻑しあう姿を表します。 
名君・上杉鷹山の師・細井平洲が 
江⼾に開いた塾を「嚶鳴館」と 
名づけたことでも有名です。 



 

 

令和２年２月７日（⾦）開催 
PHP 総研シンポジウム（13:30〜17:15） 交流会・意⾒交換会（17:30〜19:30） 

歴史で地域を強くする 
ふるさとの先人を まちづくり、人づくり、心そだてに活かす 

参加申込書（１月 31 日締切。先着順） 
※定員 200 名。定員になり次第締め切りますのでお早目にお申込み下さい。 

 
【お申込者】  下欄にお申込者をご記入ください。 

申込者 

 

フリガナ   

氏名 

 

ご所属： 

 

お役職： 

＊申込⽤紙はお一人１枚でお願いします。 
   

ご住所 
〒 

 

Tel ／ Fax Tel:                     Fax: 

E-mail                   ＠ 

PHP 総研メルマガ配信  □ 希望する          □ 希望しない        □ 登録済 

  ＊ご記入の連絡先等は、政策シンクタンクＰＨＰ総研からの政策情報や催し物のお知らせ等に限って使⽤させていただきます。 
 

【参加するプログラム】  

内 容 出欠を「〇」でご回答下さい 

①シンポジウム（13:30～17:15） 

*参加費：無料  
参  加   ・   不参加 

②交流・意見交換会（17:30～19:30） 

*参加費：お一人様￥7,000（税込。現地支払） 

*会場：霞山会館 

*定員：80 名（先着順） 

参  加   ・   不参加 

  ＊「交流・意⾒交換会」の参加費は、当日、現地受付にて、現⾦でお⽀払い下さい。 
  ＊交流会・意⾒交換会に関するキャンセルポリシー︓2 月４日（火）12:00 以降のキャンセルは、キャンセル料 100％となります。ご注意下さい。 

【交流・意⾒交換会の領収書】  
「交流・意⾒交換会」の領収書は、「宛名／所属団体名」」、「但し書／「ＰＨＰ総研シンポジウム交流・意⾒交換会」」、「発⾏者
／㈱ＰＨＰ研究所」で発⾏させていただきます。特にご指定のある場合には、下欄にお知らせ下さい。  

□ 日 付 
□ 宛 名 
□ 但 書 
□ その他 

 
 
 
 

 

 

【送信先】 政策シンクタンク PHP 総研 
（FAX）03-3520-9653、または（E-mail）oumei-hi@php.co.jp 


